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観光・交通政策調査特別委員会会議記録 

 

観光・交通政策調査特別委員会委員長 吉田 敬子 

 

１ 日時 

  日 時 令和７年４月 16日（水曜日） 

  午前 10時２分開会、午前 11時 29分散会 

２ 場所 

  第４委員会室 

３ 出席委員 

  吉田敬子委員長、村上貢一副委員長、五日市王委員、郷右近浩委員、 

菅野ひろのり委員、岩崎友一委員、川村伸浩委員、福井せいじ委員、松本雄士委員、 

髙橋但馬委員、ハクセル美穂子委員 

４ 欠席委員 

  上原康樹委員 

５ 事務局職員 

  菊地担当書記、古澤担当書記 

６ 説明のため出席した者 

モビリティジャーナリスト 楠田 悦子 氏 

７ 一般傍聴 

  なし 

８ 会議に付した事件 

(１) 調査 

    地域の稼ぐ力を高める二次交通 

(２) その他 

 ア 委員会県内調査について 

 イ 次回の委員会運営等について 

９ 議事の内容 

○吉田敬子委員長 ただいまから観光・交通政策調査特別委員会を開会いたします。 

 なお、上原康樹委員は欠席とのことですので、御了承願います。 

 これより本日の会議を開きます。本日は、お手元に配付しております日程のとおり、地

域の稼ぐ力を高める二次交通について調査を行いたいと思います。 

 本日は、参考人としてモビリティジャーナリスト、楠田悦子様をお招きいたしておりま

すので、御紹介いたします。 

○楠田悦子参考人 楠田悦子と申します。モビリティジャーナリストとして活動しており

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 
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○吉田敬子委員長 楠田様の御略歴につきましては、お手元に配付している資料のとおり

でございます。 

 本日は、地域の稼ぐ力を高める二次交通と題しましてお話しいただくこととなっており

ます。楠田様におかれましては、御多忙のところ、このたびの御講演をお引き受けいただ

き、また、本も御提供いただきまして、改めて感謝申し上げます。 

 これからお話をいただくことといたしますが、後ほど楠田様を交えての質疑、意見交換

の時間を設けておりますので、御了承願いたいと思います。 

 それでは、楠田様、よろしくお願いいたします。 

○楠田悦子参考人 このたびはこのような機会を設けてくださり、誠にありがとうござい

ます。お手元の書籍なのですけれども、ことし２月 10日に二次交通の教科書という本を発

行させていただきました。何でこの書籍を書いたかというと、電動キックボードとか、数

年前からよく聞くＭａａＳ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ ａｓ ａ Ｓｅｒｖｉｃｅ）という言葉

だったり、自動運転、デマンド交通とか、新たなデジタルを使ったモビリティサービスに

ついていろいろ勉強したいというお声が観光業界からありまして、講師として招かれるこ

とがありました。あれ、何で私だけこんなに呼ばれるのかなと思って調べてみると、この

ようにまとめた情報を提供する本であったりサイトがないということに気づきまして、そ

れで発行したという経緯がございます。皆様の周りには観光業界の方がたくさんいらっし

ゃると思うので、読んで、次の方に渡したいということがございましたら、バトンみたい

な形でこの書籍をつないで、活性化につなげていただければと思っておりまして、そうい

った思いで参考資料として皆様にお届けした次第でございます。 

 これから講演をしてまいりますが、よろしければ、先に皆さんがどういうことに興味が

あるのかということをお伺いしたいなと思いまして、２名、３名くらい、きょうはこうい

うことに興味を持って参加しましたみたいなお声がありましたら非常に助かるのですけれ

ども、いかがですか。 

○吉田敬子委員長 もし何かあれば。 

○楠田悦子参考人 お願いします。 

○ハクセル美穂子委員 私の地元でも、住民の足のデマンドタクシーと、観光客の方々が

使う二次交通がいつも分けて考えられています。最近は観光客の方が使っているケースも

見受けられるのですけれども、住民向けのデマンド交通は１時間前に予約して乗るとか、

あまり相互に使うような形になっていないのはなぜなのだろうと思っています。 

○楠田悦子参考人 相互というのは。 

○ハクセル美穂子委員 観光客用と住民用とでずっと分けて使われています。最初に見た

らそういうことも書いてあったので、そこを円滑に統合するための方法のようなものがあ

れば教えてもらえたらいいなと思います。 

○楠田悦子参考人 わかりました。 

○吉田敬子委員長 ありがとうございます。そのほか、岩崎友一委員どうですか。 
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○岩崎友一委員 岩手県は大きいわけです。四国４県と同じ大きさですから、一通り高速

道路もありますし、新幹線は内陸を通って、電車もいろいろとあります。県では周遊型観

光と言いますけれども、どういった手段を活用すれば上手に周遊型観光の施策をつくれる

かといったあたりを聞ければいいなと思います。 

○楠田悦子参考人 わかりました。 

○吉田敬子委員長 五日市王委員、何かありますでしょうか。教科書をぱらぱら見られて

いて、せっかくですので。 

○五日市王委員 先生の書籍の中で言うと、デジタルと新しい移動手段の現在地と未来の

あたりが聞きたいです。地域住民の足をいかに確保していくかということですね。 

○吉田敬子委員長 すみません、突然。ありがとうございます。 

○楠田悦子参考人 ありがとうございます。一方的に話すのは結構つらいもので、非常に

参考になりました。 

 では、お話を始めたいと思います。私は、車が好きとか、バスが好き、絶対自転車だと

いうタイプではなくて、皆さんと同じような形で地域の活性化や地域創生といった地域の

課題を解決するためにはどうしたらいいのかということを考えてきました。その中で、た

またま専門として持つことになったのが移動とか、移動手段、サービスということで、頭

の中にそういう構図がありましたので、2013年からこのような形で独立してお話をしてお

ります。 

 多くの場合、バスを維持するためには、鉄道を維持するには、車を維持するためにはと

いった発想で、研究やサービスを提供する方とか、あと政策も結構維持という観点でサー

ビスとつなげる流れがあります。バスは国土交通省の物流・自動車局旅客課のタクシーと

隣り合わせにあるのですけれども、鉄道は鉄道局の所管であって、車は民間の自動車メー

カーや関係する方々が商売として保安や道路交通法に守られながら基幹産業として出して

いて、できるだけ使ってもらうとなっています。自転車は道路局の中に自転車活用推進本

部というものがあって、そこが今、一生懸命道路の整備を中心に、環境とか、経済活性化、

災害対応といったことを基軸に計画を立てていて、それを推進しましょうという形で出し

ています。 

 この流れでもう少し言うと、車椅子となると歩行補助の話になるので、自転車でもなく

て原動機付自転車や電動キックボードというものともまた別のカテゴリーになっていて、

法律が別々なのです。政策を推進するために、子育ての課題をどう解決するかということ

と、移動手段をどう活用するかということは、別の話になってきます。行政でいうと、子

育てとか健康増進、福祉といったところが移動手段をどう活用するのかというような発想

で、上の層と下の層が一緒になって話をしないと動かないのですけれども、今、下の層の

レイヤーの人たちが個別に話をしているような感じです。ですので、バス会社はバス会社、

タクシー会社はタクシー会社というように、民間サービスだから要綱もばらばらで、別々

に話をしているので、これを全体的にマネジメントする人が今必要になってきているので
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す。何でかというと、人口減少社会において、民間サービスの需要と供給のバランスが崩

れてしまっているので、それを一民間企業であったり乱立する業界の中で、うまく話し合

いをしながら調整して活性化してくださいねということが難しくなってきているのです。 

 ですので、子育て、福祉、産業活性化、観光と、どうまちを再構築するかということを

経営判断で提示しながら、この移動手段をうまく使っていって、足りないのならつくって

いく、もしくはデジタルも使って、家の中でも医療が受けられるとか、観光してもらえる

とか、新たな発想でつくっていくことが求められてきています。これまではベクトルが下

から上だったのですけれども、上から下にということで、全体をマネジメントする時代で

あり、移動手段もそういう時代に来ていて、私がこういう活動をしているのも、全体マネ

ジメントという発想でやる人が少ないためです。ですので、こういう発想でやっていきま

しょうねという話をしているのが私の特徴となっています。 

 もう少し私の活動を紹介しますと、いろいろな国の委員をしています。先ほどお話した

ように、業界横断的にそれぞれの話もちょこちょこさせていただいているのが特徴で、書

籍もデジタルを活用した本や二次交通の教科書など、あと免許返納後の移動手段をどうす

るかという本も書いたりしているところです。 

 きょうの目次なのですけれども、地域観光と二次交通にフォーカスしながら全体的なお

話をして意見交換につないでいきたいと思っています。先ほどちょっと触れようかと思っ

たのですけれども、観光の足や地域の足というのは、何が移動手段で、何が二次交通かと

いった定義があやふやになってしまうので、それは置いておいて、もうざっくばらんとい

うか、移動とは何かというと生活そのものだと思っていただければいいし、経済活動には

欠くことのできないものですし、観光にもなくてはならない、観光そのものが移動だと思

っていただければいいのではないかと思っています。 

 なぜかというと、私はきょう、兵庫県姫路市から来たのですけれども、姫路市から来よ

うとすると全て移動しているのです。家から駅、駅から空港、空港から空港、空港からこ

こまで全部移動ですよね。ここからまた観光地に行こうとすると、全て移動を伴います。

バスなのか、タクシーなのか、徒歩なのか、車なのか、レンタカーなのか、全て移動です。

暮らしの中で一歩外に出れば、全て移動を伴っていて、車に乗るのか、タクシーに乗るの

か、何でもいいのですけれども、乗って買い物に行く、病院に行く、友達のところに行く、

全て移動を伴います。 

 けれども、これまで移動というものはあまり問題視されてこなかったのです。元気なと

きは車に乗ったら問題なかったし、問題としてこなかったから、あまり考えてこなかった。

それが地方都市では結構当たり前なので、何で今さらバスなの、タクシーなの、自転車な

のと思うわけです。そのように置いていった結果、移動手段をどうしよう、車に乗れなく

なったらどうしようといった問題になっているのが現状です。 

 先ほどお話したように、人口がふえていって、民間事業者がサービスを提供するのに十

分な人口、観光客の数、経済の規模があれば、全部民間事業者に任せておいても困らない
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かもしれない。もしくは、自治体とかが民間事業者のサポートに当たるくらいでよかった

かもしれないのですけれども、今はもう歯が立たなくなってきているのが現状です。ただ

民間事業者だけでは任せられないところがあるので、そこを担っていくものとして公的な

ものが必要になってきていて、今地方公共団体もいろいろなことが求められているという

状況になってきています。 

 観光客もそうで、インバウンドの方を中心にこの書籍を書いているので、もう少しイン

バウンドの方にもフォーカスすると、インバウンドの方はさらに、絶対的に移動手段が必

要になってきます。何でかというと、日本は島国だからです。基本的に空港に飛行機で入

国するのです。飛行機で入国する国というのは、入国すると自分の車がないから、何か使

わないといけません。新幹線なのか、エアポートエクスプレスなのか、空港バスなのか、

絶対に何かを使わないといけないのです。そこから先の主要な地域からも移動手段が必要

になってくる。ですので、全て移動手段が伴います。 

 さらに、旅行の形態も変わってきていて、団体旅行でバスを借りて、ツアー型で土産物

屋や観光地を巡るということを皆さんあまり好まなくなってきました。そうすると、皆さ

ん自分でインスタグラムなどのＳＮＳを使って、どこに行こうかと決めて、ばらばらにい

ろいろなところに行くような観光スタイルがふえてきています。要は今問題になっている

ように、所得が上がらないのに物価が高騰している中で、お金がなくてもいろいろ楽しめ

るとなると、車を持たない方も多い大都市の方は、公共交通機関が発達しているので車を

持っていなくて、そのままの感覚でやってくると移動手段がない。どうしよう、どうやっ

て行ったらいいのだろうとなります。車に乗って行ったらいいのではないかということも、

難しい人がふえてきています。 

 さらに、施設の中で完結する旅行が多かったのです。どういうものかというと、大型の

観光ホテルで朝御飯を食べて、お風呂に入って、夕方御飯を食べて、その後の二次会もま

たその中でやってもらうという、囲い込むような観光スタイルをとってきたところは、そ

の地域を巡ってもらうという発想がなかったのです。そういう囲い型のほうが多いという

ことは、その地域の中で競合相手がたくさんいらっしゃるから、話しましょうとならなか

ったり、周りを歩いてもらうことがなかったり、観光地がどこにあるか、どう行ってもら

うかといった手段を整備していなかったりします。本来、そこには仲介役のような人が必

要なのですけれども、仲介役がいらっしゃらなかったり、仲介力や企画力にたけていなか

ったりすると、うまくいかない地域が多いというのが現状です。こういうことがあって、

今二次交通が注目されている状況かと思います。 

 観光客の話だけではなく、住民の足という話も今たくさんあったかと思います。先ほど

も話をしたように、住民の足も全て移動を伴って生活が構成されているのですけれども、

行政は基本的に住民の足を中心に施策をつくっているわけです。何でかというと、やはり

税金をもらっている、いわばお客さんだからです。地域で移動手段のサービスを担当して

いるのは地域交通課とか企画課といったところになると思うのですけれども、その方々は
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地域の高齢者の足の確保が今までの最大の命題みたいな感じでやっていたので、今もそう

だと思うのですけれども、それをどうするかということで精一杯だったわけです。一方で、

観光はその部署の方々にとっては全く別の仕事なのです。観光客という発想で別物として

切り分けていらっしゃる。私は富山県とか福岡県太宰府市、愛知県名古屋市とかの会議に

出ていて、名古屋市は住民政策というところがやっていたのですけれども、とにかく地域

の交通会議となると住民の足の話しかしないのです。観光のカの字も出てこない。地域住

民の話しかしなくて、観光は私たちの話ではないと言って一緒に話をすることがないので

す。 

 ではどうするかというと、その二つの課が一緒に話をする機会を設けるとか、地域観光

計画をつくるとか、今そんな状況かと思います。この本を書いたのも観光の方にもしっか

り来てもらって、地域の足も支えてもらえないかという思いがあったからです。 

 では、各移動手段について今どういう状況なのかを追っていきたいと思います。ライド

シェアなのですけれども、ライドシェアの定義というのが幾つかあります。①、②、③と

ありまして、一つ目は日本版ライドシェア、二つ目は自家用有償運送の規制緩和、これは

公共ライドシェアとも言われています。三つ目は海外版ライドシェア。ウーバーとか、一

般的に海外で使われているライドシェアのサービスは、皆さんいいよねとおっしゃるので

すけれども、それを海外版ライドシェアといって、大きく三つに分けて話をされています。 

 一つ目の日本版ライドシェアは、タクシー会社が中心となって、一般ドライバーを活用

し、今までどおりのタクシー運行をしますよというものです。二つ目は自家用有償運送の

規制緩和で、先ほどハクセル美穂子委員がおっしゃっていたようなところも、こういった

自家用有償運送が使われていた可能性があるのです。バス会社やタクシー会社が商売でき

なくなったような地域は、ボランティア的な形で募って、バスやタクシー会社の経営に影

響しないような料金などの設定をしながらやっているというものになります。でも、今の

状況だとかなりお金がかかり、公共ライドシェアの維持が難しくなってきているので、運

送対価の目安の引き上げなどが行われて、自家用有償運送との規制が緩和されている感じ

です。今は１番と２番をやりつつ、３番をどうやっていくかということが考えられている

状況にあります。 

 この図ですが、運送体系を説明したものになります。国土交通省が示している体系図な

のですけれども、旅客自動車運送業の中でこれだけ区切りがありまして、バス、タクシー、

ＡＩデマンド、あと公共ライドシェアという種類がいろいろあって、この法律の体系の中

ではこのように位置づけられています。 

 ＡＩデマンド交通なのですけれども、第４条の中で規定されていて、実証実験は第 21

条で規定されています。日本版ライドシェアや公共ライドシェアが一番下のところに位置

づけられていて、民間事業者が行うものと公共ライドシェアは業法が異なっています。 

 ＡＩデマンドというのは何かというと、乗合タクシーに当たるものです。タクシーを１

人１台で乗ったりするのではなくて、乗り合わせていきましょう、それを効率的にＡＩを
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使って運行しましょうという内容になっています。気をつけたいところがあって、ユーザ

ーからすると、ライドシェアいいよねというのがあるのですけれども、タクシーとかバス

会社にとっては、業法の中できちんと商売のルールが定められているのに、緑ナンバーで

はない白ナンバーの一般ドライバーがそのルールを逸脱して運行しようとしていて、本当

に許し難いわけです。業界団体が集まって話をする場でも、白ナンバーの事業はもう断固

として許しませんみたいな形で政治活動が行われているくらいですので、言葉の使い方に

は非常に気をつけたほうがいいです。これだけのルールの中でぎちぎちに決められてやっ

ているということをきちんと理解した上で、ライドシェアをやっていきましょうと持って

いかないと、厳しいと思っています。 

 どういう順番で考えていったらいいかというと、まずはやはり運行のノウハウをお持ち

であるバス、タクシーを使い倒すことが一番大事です。そのノウハウを生かすために足り

ない車両の購入とか、人を採用してくるとか、交通系ＩＣカードの導入とか、事業者間の

調整とか、そういったものは、仲介役として自治体とか、議員の方々も含めてなのかもし

れないのですけれども、皆さんが入って仲介したり、マネジメントをするようなことが求

められているかと思います。 

 こういった公共ライドシェアとか、ほかの移動手段を新たにつくろうとすると、ノウハ

ウというものが全くないわけです。携帯のキャリアとか銀行を経営するとか、議会運営と

か、何でもそうなのですけれども、立ち上げる、運営する、それをずっと存続してやって

いくのは、非常に難しいですよね。それを難しいから終わりねとしてしまうと、では行政

のほうでやりますとなって、ゼロ、１からやらないといけないわけです。それをやったり

運営するということは、全て税金を突っ込んでやっていかないといけないので、難しい話

になってきます。 

 バス会社とかタクシー会社でなかなか難しいとなると、新たな経営コンサルみたいな方

を連れてきて経営を活性化するとか、経営戦略の勉強会をするとか、そういうことも必要

になってくるかもしれないです。乗務員の雇用とか、維持存続が難しくなってきている地

域で最近話されているのが、もう半分公務員にするくらいの気持ちでやっていったほうが

いいかもしれないねみたいなお声を受けるほど厳しくなってきているのです。 

 できるだけバスとかタクシーを使いながら、それでも配車するにはドライバーや車両が

足りないところでは、白ナンバーをつけた一般のドライバーを活用していくというところ

も出てきています。ですので、プロとして、商売として生計を成り立たせている方と、一

般のドライバーをうまく取り入れながら調整していくことが求められていると思います。 

 例えばｉ―Ｃｈａｎという公共ライドシェアのアプリを開発した石川県小松市の市長に

お会いしたり、職員の話をお伺いしたのですけれども、そこはタクシー会社と一般ドライ

バーの運行管理をうまく一緒にして、タクシー会社で全て賄えない場合は、一般ドライバ

ーを活用した公共ライドシェアを取り入れるというような運行管理の仕組みを取り入れた

りされています。ただ、ドライバーの雇用や活用はなかなか難しいとおっしゃっていて、
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例えば市の職員の規定を少し変えたり、退職した職員を活用してドライバーになってもら

うとか、消防で働かれている方に退職後のお仕事としてやっていただくとか、そういうド

ライバーの確保がとても大事になってきているのが昨今です。それがタクシーでは賄えな

くなったときの話になっています。 

 バスも同様に、雇用とか採用が難しくなってきていて、県が一緒になってバスのドライ

バー確保のために全国の採用イベントみたいなところに出展したりしています。例えば富

山県では、うちを提供しますので、来てもらえませんかということをやったり、いろいろ

な取り組みをして採用を促したりしています。あと岩手県でもされているかもしれないの

ですけれども、ドライバーのなり手不足で確保できないということで、ドライバーのリス

トをつくったりしながら、広域で確保できないかということをいろいろされたりしていま

す。これは議員の方がやるのではないのですかということも地方公共団体が手を貸したり、

自分たちがやることだと言ってやるような状況になってきています。 

 そのあたりは参考に見ていただいて、最近注目されているＡＩデマンドは、先ほどお話

しした乗合タクシーの話なのですけれども、乗合タクシーもＡＩを活用して、需要と供給

をマッチングさせられないかという取り組みがいろいろ動いています。主なサービスとし

て、高齢者、旅行者、子育てに強いサービスというものに分かれます。先ほどお話しした

ように、高齢者の足の確保が命題になっているので、高齢者の足の確保としていろいろ出

てきて、その後に旅行者の足とか、子育ての足に重きを置いたサービスが続くという構造

になっています。 

 チョイソコは、トヨタグループの株式会社アイシンがやっていて、トヨタのディーラー

が採用しながら全国に広がりを見せています。のるーとというのは、福岡県福岡市の天神

を本社とする西日本鉄道株式会社という交通事業者がやっているもので、運行管理や導入

支援などもしながら、海外のデマンド交通のシステムを活用して展開しているものです。

株式会社未来シェアという会社は、ＡＩデマンド交通を北海道函館市のほうからやられて

いて、老舗の会社ですが、そんなにまだ件数は少ないのですけれども、私としては結構好

みのサービスを展開している会社です。ｍｏｂｉというのは、高速ツアーバスから始まっ

たＷＩＬＬＥＲ株式会社が展開するものです。マーケティング力とか、新しいことをする

のが得意なＷＩＬＬＥＲ株式会社が自動運転なども見据えながらＡＩデマンド交通をやっ

ていらっしゃって、先ほどお話しした公共ライドシェアのドライバー確保なども含めてや

っている感じです。 

 次に、旅行者向けのものなのですけれども、ＮｅａｒＭｅがあります。ＮｅａｒＭｅは

空港までの送迎を強みとしたデマンド交通をやっていて、自宅を回りながら、ビジネスマ

ンを拾って羽田空港まで連れて行くといった、旅行者を中心に空港をカバーしながら展開

しているものです。 

 最近は、子育て層の移動支援というものもかなりふえていて、学校や習い事の送迎とか、

そういったものをやっていらっしゃるところがふえています。 
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 ＡＩデマンドは、これいいねと導入するところがふえているのですけれども、気をつけ

たいのは高いということです。高くて、まだ完成形とは言い切れないので、まだまだ試行

錯誤が続いているというのが注意点です。デジタルを入れれば何でも解決するという話で

はないということです。 

 現在地とこれからにも書いているように、高齢者がスマートフォンをうまく使えないの

で、電話で対応するコールセンターや使い方講座といったものが必要になっていて、結構

展開に手こずるということも、ＡＩデマンドに限らずあります。 

 一方で、出張者や若い旅行者、インバウンドの方々とは、ＡＩデマンドはかなり親和性

が高くて、広がりやすい。これは、ライドシェアもそうです。ほかの話も一緒だと思うの

ですけれども、アプリを使うサービス全般で共通するのが、そういったスマートフォンを

使えない問題です。 

 導入の仕方なのですけれども、ＡＩデマンドを入れたいねとか、ライドシェアいいねと

か、グリーンスローモビリティいいねというように、移動手段から飛びついて導入してほ

しくないのです。入れること自体が目的化してしまうからです。ですので、まずはきちん

と実態把握をしてほしいと思います。来ている観光客の実態を把握すること、地域の交通

の実態を把握すること、そしてその地域と観光の両方をうまく結びつけながら限られた資

源を活用して、どう移動を実現するかということを企画していただきたいと思います。運

賃だけで判断してしまうと、絶対に成り立たないのです。運賃以外のことも取り入れてい

ただきたいのです。 

 お金の取り方も、必ず週に１回買い物に行くのであれば、本当はスーパーが独自に送客

という考え方で送迎サービスをやってもいいかもしれないです。なぜかというと、車に乗

れなくなってしまったお客さんが来なくなってしまうからです。けれども、小売店もそこ

まで送迎サービスをやれないから、地域の交通サービスというような発想なのです。生協

は宅配サービスをしていますけれども、そこには送料が含まれているではないですか。そ

れと同じようにお金が取れないかというものです。病院も同じような話です。医療とか、

介護、小売、観光、何でもそうなのですけれども、移動までひっくるめたサービスを一体

的に発想しながら入れていっていただきたい。それを１者１者でやっていると難しい。１

者１者を基準に考えるのが一番簡単なのですけれども、それを少し横断的に考えられるよ

うな発想でやっていったりとか、あるいはいろいろ移動することで介護予防につながると

か、そういったエビデンスが出てくれば、ほかの予算が使えるかもしれません。必ずしも

運賃とか、乗る、乗らないというものではなくて、それがなければ生活が成り立たないも

のですので、もう少し広い視野を持って検討していかなければなりません。今の人口減少

の時代ではそもそももう利用者が少ないので、民間だけでサービスを維持するのは難しく

なってきていると思います。 

 自動運転の話をしたいと思います。今、力を入れて自動運転の取材を始めたところなの

ですけれども、国土交通省などが中心となって、全国で 100カ所を募集して自動運転の導
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入の促進を図っています。どういう発想かというと、自動運転というのはまだまだ無人で

運転ができず、なおかつ車両がまだ高額なので、１台当たり１億円程度普通にかかってき

ます。それを地方公共団体とか民間の会社が自主財源で導入するというのは難しいので、

初期投資の部分を国が賄って促進を図っていくという取り組みが行われています。 

 先ほどこの委員会が始まる前に吉田敬子委員長とお話ししたのですが、長野県塩尻市で

はレベル４のバスを運行される中で、いろいろな先進事例をお持ちでいらっしゃいます。

何をされているのかというと、子育て中のお母さんたちを集めて地図を作成する業務を代

行しているのです。塩尻市だけではなくて、全国の地図です。自動運転は今どこにいるの

かを正確に把握しながら運行していくので、特殊な地図をつくなければいけないのです。

また、先ほどお話したデマンド交通、のるーとの配車の電話受付などもされています。そ

ういった業務を受ける拠点として、人材育成とか働く機会を提供する会社を設立されてい

て、そういうことも含めて自動運転の促進をされています。 

 レベル４とはどんなものかというと、これまではドライバーが運転をして、ハンドルを

持ちながら手を離したりするものが多かったのですけれども、レベル４になると遠隔で監

視です。監視する方々がいらっしゃって、モニターを見ながら勝手に走行するという自動

運転バスが今走り始めています。そういうものがちらほらと出てきているのですけれども、

バスを走らせるのはまだそんなものなのですよ。 

 自動運転バスを走らせるためには何が必要かというと、やはりそれができる道路環境が

必要になってきます。もっとどんどん走らせる必要があります。バスやタクシーのドライ

バー不足が社会問題になってきていて、簡単に解消もできないし、単純な労働だったりも

するので、デジタル化をどんどん入れていきたいのです。レベル４でなくても、私も個人

的にいろいろ見てきて思うのが、人が乗って運転するけれども、その運転を少し楽にして

あげるとか、いろいろなテクノロジーを入れていくということをどんどんやっていかない

といけないと思います。だからこそ、活用していくための練習をどんどんやっていってい

ただきたいのです。自動運転の実証実験は、せっかく国がお金を用意してくださるのであ

れば、どんどんそれを活用しながら道路空間をどうするか、運行をどうするか、ドライバ

ーをどう育成するのか、遠隔監視室は誰が担うのかといった点を考えていく必要があるの

ではないかと思います。 

 例えば、岩手県の運行管理を盛岡市の１拠点だけにしてしまって、ほかは何もしなくて

もいいかもしれない。それだけ集中させてセンターを設けて、バスを運行させる時代がや

ってくるかもしれない。そうなれば、効率化を考えていろいろなところに遠隔監視室を設

けるよりも、一つにまとめたほうがいいので、そこの拠点をどうするかということをいろ

いろ考えないといけなくなります。実証実験をやっていくと何が必要かということがわか

ってくるので、来る将来に向けて住民交通網をどうしていくかということを考える機会に

なっていくのではないかと思います。 

 観光の話でいうと、地域をぐるっと周遊しましょうというくらいだと、もうどんどん進



 11 

んできています。例えばＢＯＬＤＬＹ株式会社を事例に書いているのですけれども、ＢＯ

ＬＤＬＹ株式会社は自動運転専用のかわいい車両を使った実証実験をいろいろやっていら

っしゃいます。恐らく一番実証実験をやっていらっしゃる地域なのですけれども、本当に

普通の景色の中にかわいい、デザイン性のある車両が入ってくると、それだけで楽しく周

遊できてしまうような自動運転バスの形があります。それを今三重県多気町のＶＩＳＯＮ

や羽田エリアで入れたりとか、地域交通では茨城県境町が一番最初に入れたりとか、いろ

いろなことをされていらっしゃいます。導入のプロセスについても連絡対応、組織体制の

検討、資金の確保といった点まで全般的に一括してやってくださるので、やる気があるか

どうかということが大事だとおっしゃっていました。 

 電動キックボードとシェアサイクルの話はまとめてやってしまいます。電動キックボー

ドとシェアサイクルというのは、一緒だと思ってもらっていいと思います。何が一緒かと

いうと、走る場所とか、貸し出し場所を設けるという点です。貸し出しし場所をどこに置

くのか、どの電動キックボードを使うのか、あるいはシェアサイクルのサービスを使うの

か、車両はどれにするのかという話だけなので、別々に分けて話をしなくてもいいものだ

と思っています。 

 この電動キックボードとかシェアサイクルの位置づけなのですけれども、鉄道があって、

バスがあって、その次に鉄道やバスからの移動手段をどうしますかという話があります。

先に考えられたのがヨーロッパのほうで、鉄道やバスからの移動手段で初めに使われたの

がシェアサイクルなのです。フランスのパリから始まったのですけれども、それまでは人

が手動で貸し出ししをしていたのですが、個人でクレジットカードなどを使って利用でき

るといいのではないかといって広がっていきました。そして、シェアサイクルの次に、新

たな未来的な移動手段は何かということで、電動キックボードが登場しました。 

 自転車と電動キックボードは、法律が別なのです。自転車は自転車の区分がありますが、

電動キックボードは 2023 年７月から特定小型原動機付自転車という区分で登場したもの

です。この特定小型原動機付自転車は電動キックボードという形でなくても、４輪でも３

輪でもいいものなのです。だから、導入しようとする地域で、シェアサイクルなのか、電

動キックボードなのか、あるいは２輪なのか３輪なのか４輪なのかということを考えれば

いいと思います。 

 ただ、問題なのは自転車政策です。自転車政策の中でも問題になっているのは、やはり

ヘルメットをかぶりましょうとか、交通ルールをきちんと守りましょうといったことです。

自転車でも人を殺してしまうような凶器にもなりかねないので、保険にきちんと入りまし

ょうとか、歩道は走らずに車道を走りましょうといった交通安全教育が重要となります。

盛岡市の道路にもありましたけれども、矢羽根型路面表示ですね、しっかり青色のものが

引かれていたのですけれども、どこを走ったらいいかわからないようなものではなくて、

事故を起こさないようにここを走ってねとわかるように道路整備することも必要です。自

転車が通るところに電動キックボードも入ってくるのですが、私自身、自転車の活動をい
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ろいろ行っている中で、自転車か電動キックボードかというように優先順位をつけて話を

していくとすると、まずは自転車の政策をしっかり行うことが重要だと思っています。例

えば自転車を通学に使っているのであれば、市民向けに自転車の交通安全教育をしっかり

するとか、通勤の自転車政策についてもきちんとしながら、道路整備をして、シェアサイ

クルを導入してから、電動キックボードもやりましょうという形が美しいかなと思ってい

ます。 

 観光地に導入する場合は、その地域の速度帯をどうするかだと思います。ゆっくり歩き

たい、周遊したいというエリアに自転車が入ってくると、自転車は楽しめなかったりしま

す。車椅子の方もゆっくり安心して移動しようかなというところに、自転車とか電動キッ

クボードがすごい速さでビュッと入ってくると、ちょっと混乱を招いてしまうようなとこ

ろもあります。 

 一方で、アクティブに周遊したいという方には、自転車は非常にお薦めだし、電動キッ

クボードもちょっとそこまでという乗り方だと非常に楽しいので、どんどん使っていって

いいのではないかと思います。だからこそ、安全対策がしっかりできているということが

ポイントだと思います。 

 先ほど岩崎友一委員から周遊をどうしていったらいいかというお話があったかと思いま

すが、周遊してもらうためには、まず誰が来ているのか、誰に来てほしいのか、しっかり

相手を把握して、自分たちの地域を知ることが大事だと思います。 

 インバウンドの場合ですけれども、まずは空港からの入りをしっかり整理することが重

要です。一番近い国際空港がどこなのか、その空港の入国、出国の動線をしっかり調べて、

どの国、どの地域からどのような方に来ていただくべきなのか。例えばＪＮＴＯ―日本政

府観光局の訪日マーケティング戦略がありますが、これは国を挙げてマーケティング戦略

をつくって活動している機関ですので、そこがどの国や地域を誘客しているか。先ほど申

し上げたように、日本に来るインバウンドの多くは空港から来ていて、ビザの緩和などに

よってどこから来やすいかというのがある程度決まってきます。そのマーケティング戦略

に沿って人が入ってくるので、自分たちの地域はどこの国や地域と相性がいいか、連れて

きやすいかを見きわめながら周遊していただくように持っていくのがいいかと思います。 

 例えばバスの活用というのは、広域での移動においては結構有効で、書籍の中でもＷＩ

ＬＬＥＲ ＡＣＲＯＳＳ株式会社の事例を載せているのですけれども、飛行機みたいな感

覚でバスを使うわけです。バスターミナルを空港のような拠点として使いつつ、乗ってい

て楽しいバスを使いながら、いろいろな地域を巡って周遊するフリーパスというものもつ

くっていたりします。ですので、バスの活用という点では、マーケティングにたけている

事業者を活用して比較するのも一つあるかなと思います。 

 ぜひ、流れの中でしっかり捉えていただきたいのです。地域の足でも、観光の足でもそ

うなのですけれども、足だけで考えがちです。特に地域の足。病院に行く、観光地に行く、

買い物に行くというのは、移動を伴うということを忘れずに、しっかりパッケージにして
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仕組み化してお金を流すことが大事になります。旅行の場合も、旅の前から飛行機や新幹

線、宿泊地、そして現地での移動手段までを一体としてパッケージにして提供することが

重要となります。移動手段がわからない、あるいはないかもしれないと思わせない仕組み

をつくることが必要で、どこで検索して旅行を企画しているかということも押さえるとい

いと思います。 

 病院に行くとか、買い物に行くとかもそうです。病院に行く、次の予約をとるときに、

移動もセットで考えてしまえば、どうやって移動しようということがなくなるわけですし、

移動する人の情報を束ねられるわけです。けれども今は、病院に行って終わり、帰りはど

うしようと、別々で連絡しているわけです。移動サービスの側から送迎を考えましょうと

言っても病院の話は別で、いつ病院に行くのかもわからない中で予約を待つという形にな

ってしまいます。そうなると、乗り手とサービスを供給する側が両方数が弱くなります。

だからこそ、とにかく分散せずに束ねていくということが基本になってくるので、それを

気持ちよくできる方法、そしてそこにきちんとお金を流す仕組みをどうつくるかというこ

とを、しっかりセットで考える必要があると思います。 

 観光もそうです。その体制をどうするかということが肝になってきますので、マネジメ

ント力を高める。市や県の職員、まちづくりの方々にこういったマネジメント力が求めら

れると思いますし、さらに企画力やお金を取ってくる資金調達力というのも求められると

思います。 

 最近、ＭａａＳという言葉がいろいろ出てきていて、これまでいろいろお話をしてきま

したけれども、全てにおいてＭａａＳという言葉が当たります。地域をどうマネジメント

して持続可能なものにするか、需要と供給をきちんと把握して、データで見える化しなが

ら改善していく。新たな移動手段が必要だったら、新たな移動サービスを入れていくとい

うことが大事になってきています。ＭａａＳはアプリをつくって簡単な経路検索を提供す

るといった発想にとどまるものではなくて、地域のビジョンをつくって、戦略を持って移

動手段を活用していくものだと思っていただければと思います。 

 お時間になってしまいましたので、一旦ここまでとさせていただきます。 

○吉田敬子委員長 大変貴重なお話しをいただきまして、ありがとうございました。 

 これより質疑、意見交換を行いたいと思います。ただいまお話しいただきましたことに

関しまして、質疑、御意見等がありましたらお願いいたします。 

○髙橋但馬委員 この委員会でも長野県塩尻市に行って自動運転の実証実験を見てきたの

ですけれども、基本的にレベル２の走行路線が非常に多くて、令和７年度からレベル４に

移っていくという話を聞いてきました。やはりレベル２だと前の車にぶつからないように

とか、自分のレーンをキープするというレベルなのですけれども、そこからレベル４まで

行くというのは、結構ハードルが高いのかなと思っています。また、令和７年度以降、実

際にレベル４まで到達することができるのかというのも知りたい部分がありまして、その

あたりは先生としてはどのように考えていますか。 
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○楠田悦子参考人 どういう環境でやるかということや、システムを持っていらっしゃる

会社にもよるところがありますし、どこからどこまでの区間をやりたいのか、本当は全部

だと思うのですけれども、思っている以上に正直時間がかかってくると感じています。一

般道でやるのは結構厳しく、時間はまだまだ要すると思います。ですので、専用道を設け

て走らせていくというところから実用化していくことが現実的で、例えば茨城県日立市で

やっていらっしゃる取り組み、要は廃線した鉄道路線を一般道化して、そこにＢＲＴとい

う形で車両を通す。そして、自動運転車両を走らせるようなところから活用していくとい

うのは、環境的には容易ですよね。けれども、まちの中ではどこから人が出てくるかわか

らないし、駐停車車両が多いといったこともあり、その環境をつくっていく方法はいろい

ろあると思いますが、まずはたくさん走らせて、それを慣らしていくという方法もあると

思います。 

 茨城県境町では、レベル２の形で継続的に運行が行われています。レベル２の形で走ら

せていくと、駐停車の車がなくなったりとか、自動運転バスを応援する人たちがたくさん

ふえてきて、その結果、走りやすい環境がつくられてきていると感じています。長野県塩

尻市の場合は、まだ決められた２週間とか、区間の中でやられているので、まだまだ環境

としてはつくられていないですし、住民もまだ慣れていないところもあるので、さらに難

易度は高くなるとは思います。 

 ですので、たくさん走らせて、住民や道路環境を慣らしていくことで走りやすい環境が

つくられていくものだと思いますし、あるいは、がつんと専用道という形からやっていく

ということが大事ですので、難しいからやめたほうがいいという状況ではないとは思いま

す。レベル２からでもいいからどんどん走らせて、環境が整い次第レベル４に切りかえる

という発想でやるのが賢いと思っております。 

○髙橋但馬委員 例えば岩手県でレベル４をやりたいということで、国土交通省の助けも

受けながらやるためには、やはりＢＲＴといった専用道をつくって運行するのが現実的と

いうか、近道というか、早い可能性があるという認識でいいでしょうか。 

○楠田悦子参考人 そうですね。やりやすいのはやりやすいです。人が飛び出してくると

か、雨が降るとか、雪が降るとか、いろいろな障壁があるとやりにくくなるので、それが

全部なくなるとやりやすいですよね。ただ、そういう環境を整えないとできないかという

とそうではなくて、それと似たような状況のところだと、例えば石川県小松市は、空港か

ら市内まで結構な距離があるのですけれども、運賃をもらってずっと走らせています。主

要な駅から中心市街地までどんどん走らせて、とにかくやってみる。そうやって長く定常

運行させて、レベルアップしてきたら、その車両を入れていったりとか、システムを入れ

ていくというように柔軟な発想でやればいいと思います。完全に整ったらという考え方で

はなかなか入れられないと思いますし、完璧なものではない中で、既に入れられていると

ころもあるので、実現に向けて一緒にやっていきましょうという思いでやっていくのがい

いと思います。 
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 長野県塩尻市以外のところもごらんになってみていただくといいと思います。このあた

りだと、株式会社みちのりホールディングスが自動運転とか、ライドシェアをいろいろや

っていらっしゃいますし、茨城県日立市では専用道でＢＲＴをやっていらっしゃいます。

ほかのところも恐らくいろいろやっていらっしゃると思うので、そういったところに行か

れるとか、いろいろ情報収集してみてはいかがかと思います。 

○ハクセル美穂子委員 私の住んでいる地域のところと重ねながらお聞きしていたのです

けれども、ＭａａＳとか、いろいろな二次交通をつくっていって、それらが連携していく

というイメージもあるのですけれども、地域住民が少なくなってくると、デマンドバスく

らいしかないかなとも感じます。電動キックボードとか、シェアサイクルみたいなものが

あっても、距離がすごくあるので。 

○楠田悦子参考人 そうですよね。 

○ハクセル美穂子委員 雫石町というところなのですけれども、例えば、雫石駅から私の

家まで 16キロあり、電動キックボードで行けるのかとか。 

○楠田悦子参考人 絶対無理です。 

○ハクセル美穂子委員 そうすると。やはりタクシーとか、車とかバスといった乗り物に

なってしまうということがあります。それからもう一つは天候の問題があり、５キロくら

いでも晴れた日は電動キックボードとか自転車でもいいけれども、雨とか、雪になると難

しくなります。シェアサイクルを構築していったとしても、冬は一切使えなくなってしま

う。そうすると、バスもやり、自転車もやり、電動キックボードもやりと、夏場は結構充

実するけれども、雨の日や冬になると使える選択肢が一気に少なくなってしまいます。そ

う考えると、行政コストとして全てにお金を入れるよりは、例えばバスを充実させていく

のか、どういう形がいいのかということを考えてしまいます。北東北や北海道とか、ある

いは過疎というか、利用人口が少なめのところは、今のところどういう形が一番フィット

しているやり方なのか。先生がこれまでごらんになってきた中で、欧州とか、別の国でも

全然大丈夫なので、教えていただければと思います。 

○楠田悦子参考人 政策的に言うと、公共交通の会議となると、車のドライバーとか、地

域住民一人一人という視点がなくなってしまうのです。バス事業の維持とか、地域交通の

形態の維持をどうしようかというくらいにとどまってしまいます。車を運転している人と

か高齢者の方が、例えば免許を持って車を運転している人が何人いて、どこに住んでいて、

いつ免許を返納しそうなのか、どこからどこに買い物に行ったり、病院に行くのかという

ことを丁寧に把握されていないのです。地域住民が少ないということは、確かに維持は難

しいけれども、把握はしやすいではないですか。誰がどこに住んでいて、何歳で、あのお

っちゃんもうちょっとで返納しそうだなということがわかる。その人が返納してしまった

ら、ずっと家にいないといけなくなるのです。ひとり暮らしだと最悪で、誰かが買い物や

病院に連れていってあげないといけなくなります。だから、その数をまず把握したいので

す。どこに行って何をしているのかをざっくりでいいので把握したいわけです。それを把
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握しないで、デマンド交通を入れようか、バスを入れようかと考えても、いつ使われるの

かもわからないし、乗るかどうかもわからないのにつくっても仕方ないでしょう。 

 田舎は病院とスーパーが少ないというのは、逆に言うとやりやすいのです。マネジメン

トしましょうと言ったら、多ければ多いほど行き先がふえて、マネジメントすることもた

くさんふえるではないですか。スーパーが２カ所しかない、病院も１カ所しかないのだと

したら、３人に話したらいいのです。あとは、送り手をどうするかとか、何人移動させる

かということを考えればいいので、逆に言うとやりやすいのです。 

 おばあちゃんが困っていると言っても、本当に困っているかわからないではないですか。

同居していたら、誰かが買い物に行っているかもしれません。でも、その同居している家

族がいなくなってしまったら困るわけです。その家族が負担と思っていなければお願いす

ればいいし、負担を感じていらっしゃったら、どんどん外に出てきていただくように話を

持っていく。そうすると、病院に行くとなったら予約がありますので、いつ行くのかがわ

かるではないですか。その情報を使わずに配車をしている場合も結構あるわけです。 

 スーパーも毎日行きますか。行かなかったりする日もあるではないですか。午前中に行

きますとか、毎週１回ですとか、私は土日に行くのですけれども、何となく決まっている

ではないですか。送迎する側からすると、みんな集中する時間、例えば朝はやめてほしい

わけではないですか。そういう移動と行動パターンをきちんと可視化して、その人が出か

けたりとか、買い物することによって地域が活性化したりとか、介護予防になったりする

のだったら、単に移動確保という発想ではなく、どんどん連れ回すという発想に切りかえ

てもいいはずなのです。 

 ですので、そこの実態をまず把握してから、例えば 20人とかまとまっているなら、それ

に合った移動手段を用意しましょうとか、これだけいらっしゃるのだったら、介護のほう

で賄ってもらうとか、いろいろなやり方が出てくると思うのですけれども、今はそれが見

えない。対象が多過ぎるのです。 

 学校の送迎サービスもそうなのです。スクールバスなどになると把握はできているかも

しれないですけれども、学校と交通の話が別々にされていて、ことしは何人入学するのか、

どこのバスに乗るのかもわからずに運行していて、乗るのか乗らないのかもわからない。

減便しますとなって、初めて誰が困るのかを調査しますみたいなことも結構起こっている

のです。 

 ですので、乗りそうな人、つまりその地域の方をまず把握してから、サービスを組んで

いってほしいと思います。詳しいデマンド交通にするのか、どういう座組みにするかはそ

の後かなとは思います。答えになっていますか。 

○ハクセル美穂子委員 よくわかりました。今お話しを伺っていて多分そうなのだなと納

得したのは、必要な人のニーズを把握しながら、各部署でそれぞれ対応しているというこ

となのだと思いました。病院に行きたい人向けには患者輸送バス系のサービスで、スクー

ルバスはスクールバスで。自分のまちを考えれば把握はしているけれども、横のつながり
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はあるようでほぼないのではないかと思います。高齢者の方々の生活リズムみたいなもの

というのですか、買い物に行かれる日であったり、そういったことも本当は把握してから

やらないといけないけれども、そのあたりは社会福祉協議会が一番詳しかったりします。

そういう情報のシェアリングがないから、何となくで話をしてしまって、結果としてわか

らないのかなというのもすごくよくわかりました。まずはそこから本当のところを見きわ

めるのと、あとはそういうものをマネジメントするときに、結局市町村が運営する場合、

企画部門とかでやって、それが本当にうまく回るのかどうかというのが一番ポイントにな

るのではないかと思いました。熱量があればいいのかもしれないですけれども、というと

ころがあるということを今お聞きしながら感じました。 

 追加でお伺いしたいのですが、過疎地で何か成功事例的なものはあったりされるのか、

もしあれば教えていただきたいなと思います。 

○楠田悦子参考人 過疎地の成功事例は、例えば秋田県上小阿仁村などがあります。 

秋田県の取り組みが成功されているのかちょっとわからないですけれども、どこの地域

もそうなのですが、取材しに行ったときはいいなと思いました。その地域も、どこもそう

だと思うのですけれども、ドライバーのリストをつくって、病院の送迎とか買い物をお手

伝いしているのです。片道が結構な距離なので、いくらか忘れたのですけれども、往復

5,000 円くらいかかるという話だったと思います。それでも、先ほどお話ししたように民

間の方のサービスや商売の邪魔にならないような形で、かかった経費の分だけお金をもら

うという形でやっていらっしゃるわけです。 

 それから、民間事業としてやらなくても、生活実態がわかっていて、誰が困っているの

がわかれば、その地域でどれくらいのドライバーがいるのかも見えてきます。その地域で

困っている人を手助けしながら生活をサポートするためには、ちょっと余った時間が皆さ

んありませんかという形で、女性の方とか、リタイアした男性の方とか、地域のことを何

とかしたいという方をドライバーとして募って、病院へ行ったりとか、買い物に行ったり

とか、ちょっとした雑用とかも手伝ってあげるという形でやっていくということも一つあ

ると思います。 

 ただ、そういうにするときに気をつけていかないといけないのは、初めにやっていた人

の思いがずっと続いていかないので、数年後にまたドライバー不足とか、担い手不足とか、

できなくなる人が出てきたりします。その際にまた少し刷新したりというのは、どこの地

域でも出てくると思います。 

○吉田敬子委員長 ほかにございませんでしょうか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○吉田敬子委員長 ほかにないようですので、本日の調査はこれをもって終了いたしたい

と思います。 

 楠田様、本日はお忙しいところ御説明をいただきまして、誠にありがとうございました。 

○楠田悦子参考人 ありがとうございました。 
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○吉田敬子委員長 委員の皆様には、次回の委員会運営等について御相談がありますので、

しばしお残り願います。 

○吉田敬子委員長 次に、６月に予定されております当委員会の県内調査についてであり

ますが、お手元に配付しております委員会調査計画（案）のとおり実施することとし、調

査の詳細については当職に御一任願いたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○吉田敬子委員長 御異議なしと認め、さよう決定いたしました。 

次に、８月に予定されております当委員会の調査事項についてでありますが、御意見等

はありますか。ありませんでしょうか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○吉田敬子委員長 特に御意見等がなければ、当職に御一任願いたいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○吉田敬子委員長 御異議なしと認め、さよう決定いたしました。 

 以上をもって本日の日程は全部終了いたしました。本日はこれをもって散会いたします。 

 

 


